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3つの県立看護専門学校から95名が巣立ちました🕊

今春、３つの県立看護専門学校から95名の方が卒業の日を迎えました。

この中で県立十日町看護専門学校は開校から初めて卒業生を輩出しました。同校は

「いのちの尊厳を重んじ、自然豊かな越後妻有の地で人間性を培い、主体的に学び、広

く社会に貢献できる看護師を育成する」ことを目的として令和２年に開設しました。

今号では十日町看護専門学校を中心に、新発田病院附属看護専門学校、吉田病院附属

看護専門学校の卒業式の様子をお伝えします。

県立十日町看護専門学校

【塚田校長式辞】
思い起こせば３年前、本校初の入学式は厳しい感染対策のもと、極めて限定的な式典

でした。その後も多くの想定外の困難に見舞われましたが、学生と教職員が一丸となり
工夫や努力を重ね、新カリキュラムを先取りして地域医療を深く学び、多数の病院や施
設で教育を授かることができました。
周辺地域から社会人や男子学生も多く本校に集まってくれました。学生の就職希望先

は全員が県内の病院を書いてくれました。本校の理念が浸透し新潟の医療を自ら支える
という自覚に満ちた学生が育ったと思っています。
日進月歩の医療を学び続け、皆さんが健康恵まれ、プロと呼ばれるにふさわしい看護

師になってくれることを願っています。

【卒業生代表答辞】
３年間の学生生活で最も印象深かったのは看護学実習です。患

者様を受け持つ責任と、様々な生活背景と病態を持っている患者
様を前に何ができるか、悩むこともありました。学生の立場でで
きることは何か考えて関わることで、一人一人に心を寄せること
が何より大事だと教えていただきました。
また、学校や保育園など病院以外で多くの実習も行い、地域で

暮らす方の生活を知り、病院以外での看護とは違う視点から看護
の重要性や役割を学びました
この学校で学び経験したことを糧に、自分を信じ、前を向いて

進んでいきたいと思います。

▲挨拶する関口十日
町市長

▲塚田校長からの卒業証
書の授与

第一期生の卒業式は３月７日に越後妻有文化ホールで行われ、卒
業生34名は十日町市の伝統・産業である「きもの」を着用し、ご支
援いただいた地域の方々に感謝の想いを込めて式に臨みました。式
では塚田校長や関口十日町市長等から激励の言葉が贈られ、卒業生
代表が答辞を述べました。



毎年、地域住民や医療機関の医師、市町村保健師、救急隊員を対象に県立病院の信頼度や満足度
を調査するためアンケートを実施しております。令和４年度の結果がまとまりましたので公表しま
した。

【調査結果の概要】
・信頼度は79.9％で、前年度より1.6％低下しました。
・満足度は調査項目14項目中６項目で上昇しており、最も高いのは「職員の身だしなみ・言葉遣
い」(91.6%)でした。

令和４年度「信頼される県立病院づくりアンケート」調査結果を公表

お問い合わせ先：病院局経営企画課（℡025-280-5553）

【令和４年「信頼される県立病院づくりアンケート」調査結果の詳細
URL:https://www.pref.niigata.lg.jp/site/byoin/20230323keiei-2.html

▲中村学校長から卒業証書の授与

県立新発田病院附属看護専門学校

県立吉田病院附属看護専門学校

3月７日に第54回卒業証書授与式が行われ、卒業生
22人が中村学校長から卒業証書を受け取りました。
学校長は式辞で、上越市出身で近代日本の郵便の父

‟前島密“の言葉である「縁の下の力持ちになることを
厭（いと）うな。人のためによかれと願う心を常に持
て」という言葉で卒業生を励ましつつ、困ったことが
あったら私たちに相談してくださいと、温かい言葉を
かけられました。
卒業生代表は答辞では患者様や指導いただいた講師

の方々などに感謝の言葉を述べました。

3月６日に第64回卒業証書授与式が行われ、卒業
生39人が田中校長から卒業証書を受け取りました。
校長は式辞で、新型コロナウイルスが蔓延する中

感染症を闇雲に恐れず、科学的に考えることの大切
さや、家族に会えない患者さんの悲しみを学び、そ
れを励ます方法という貴重な経験や学びがあったと
思うので、それを今後活かしてほしいと挨拶されま
した。
卒業生代表は答辞でこの学校で学んだことを今後

の生活や職場で活かしていきたいと述べました。

【卒業生進路】

学校名 就 職
進学 その他 合計

県立 県立外 県外

十日町 22 ９ 1 1 １ 34

新発田 15 15 5 4 0 39

吉田 ２ 16 4 0 0 22 ▲答辞を述べる卒業生代表

◀お祝いのお花や
メッセージ

▲式辞を述べる
田中校長


